





attachment to companion animals:
Associations between basic and dependent





















が明らかにされてきた（例えばWilson & Turner, 1998）。一方、日本に





















































































































































成 15 年度の人口は 180,276 人、面積 15.75 km2、世帯数 79,398 戸で、住




【母集団人口】 抽出台帳として用いた選挙人名簿は 2002 年 12 月⚒日作
成のものであり、登録者数（有権者数）は 148,219 名（男性 73,409 名、
女性 74,810 名）であった。そのうちの 40 歳以上の有権者を母集団とし
た。
【サンプル】 2003 年⚑月 29 日と 30 日に、選挙人名簿より 40 歳以上の
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男女 1,500 名を抽出した。西東京市にある 36 投票区の人口比にしたが
い、各地点からの抽出人数を算出した。各地点から、21～63 名を等間隔
に抽出した。





無効票と見なし、残りの 803 名を有効票とした。なお、1,500 名に調査
票を郵送したが、15 名については転居先・宛先不明などの理由で本人に
は届かず、この分を差し引いて算出した有効回収率は 54.1％であった。
回答者の平均年齢は約 60.2 歳、男女の内訳は男性 355 人、女性 448 人で
あった。全回答者中、現在ペットを飼っていると答えた回答者（以下「飼
い主」）は無回答⚙名を除いた有効回答票の 19.2％である 153 人（うち








40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 90 代
男性 80 89 87 81 18 0 355
22.5 25.1 24.5 22.8 5.1 0.0 100.0
女性 96 135 118 73 21 5 448
21.4 30.1 26.3 16.3 4.7 1.1 100.0
合計 176 224 205 154 39 5 803






















































































































ペットと一緒にいると、ほっとする .835 .269 .769
ペットは私を幸せな気分にしてくれる .795 .361 .763
なるべく、ペットの面倒はみたくない（反転） .667 .250 .507
ペットを飼うことはお金のむだ遣いである（反転） .639 －.203 .449
ペットによく話しかける .632 .328 .506
ペットと一緒に寝る .579 .273 .410
第Ⅱ因子：依存的愛着
ペットにいつも、重要な話をしたり、心のうちを打ち明けたりする .093 .812 .667
家族の誰に対してよりも、ペットに親しみを感じる .159 .795 .657
外出していても、いつもペットのことが気になって早く帰る .256 .695 .548
ペットにおしゃれをさせる .125 .658 .448
ペットの写真を持ち歩く .366 .514 .398

























性別（男性＝ 1、女性＝ 2） .15† －.01 .27＊＊
年齢 .12 －.23＊＊ －.02
経済状態 .38＊＊＊ －.27＊＊ －.28＊＊＊
健康状態 .19＊ －.17＊ －.19＊
基本的愛着 .11 －.19† －.25＊
依存的愛着 .09 .08 .35＊＊＊
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